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第 5 報告で高錫珪氏は、19 世紀末期の木浦開港の経
緯と近代都市木浦の形成、そして、近代都市木浦の特徴
を紹介した。
報告によれば、1897 年から 1910 年までの 13 年間
に及ぶ木浦の開港は、
① 1897 年 10 月～ 1898 年 2 月－木浦港の基盤形
成期として日本からの多くの移民者が到来した時期、
② 1898 年 2 月～ 1905 年 12 月－木浦開港場の建
設期・葛藤期で日本人と朝鮮人との間で頻繁な衝突が起
きた時期、
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71,114 名、日本人が 24,936 名、中国人を含んだ外
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約 3000 名の永登浦工場が営業を開始し、1939 年に
は平壌船橋里に約 17 万の坪敷地に第１期事業として工
員約 2000 名の人絹工場が操業を始めた。
冨井氏は、朝鮮半島に建設された最新式の鐘紡アパー
トは、日本において最も早い時期のアパートである東京
市営住宅事業の古石場市営住宅（1926 年竣工）や真砂
町の独身者共同住宅（1930 年竣工）と共通する部分が
多いことも指摘した。
図６	 韓国・木浦の真宗大谷派東本願寺の木浦別院（撮影－高錫珪）
図７	 釜山市街地全図（香月源太郎『韓国案内』、青木嵩山堂、	1902 年）
図８	「釜山市街地及附近地図」（釜山中区庁蔵、1903 年）
図９	 朝日新聞大阪本社富士倉庫の写真所蔵状況
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「横浜居留地の歴史と建築」
内田　青蔵
第 8 報告で内田青蔵氏は、「昭和初期の建築様式にみ
る日本趣味あるいは東洋趣味の出現について」の副題を
つけて、横浜居留地の歴史を建築の面から明らかにした。
1859 年に開港した横浜居留地は、1866 年に大火と
なり、建築は煉瓦・石造の耐火建築が奨励され、いち早
く本格的な洋館が建設された。その洋館は 1・2 階にベ
ランダを配するベランダ・コロニアル様式が採用された
が、明治中期になると正規の教育を受けた建築家たちの
手になる古典主義系統の建物が出現し、構造的にも耐震
性を考慮した煉瓦造建築へと変化していった。そうした
中で、わが国最初期の耐震耐火性を求めた鉄筋コンクリ
ート構造の建築も 1910 年代以降横浜では出現し、関
東大震災以降に普及することになる。　
また、関東大震災後は、建築様式の変化も見られる。
すなわち、わが国では鉄筋コンクリート構造の普及の中
で、1920 年代後半に帝冠様式というわが国の伝統や東
洋趣味を意識した建築が出現した。この帝冠様式は、東
アジアに進出しつつあった日本にとって国家を象徴する
ものとして、国内外に採用されたといわれているもので
もある。この昭和初期に流行する帝冠様式の始まりは、
1924 年に行われた神奈川県庁舎の設計競技によるとい
われ、横浜居留地の建築が戦前期の建築界の動向を左右
するほどの大きな影響力を持っていたことが窺えるので
ある。
総じて、横浜の歴史をふり返れば、1923（大正 12）
年の関東大震災と 1945（昭和 20）年の大空襲という
二度にわたる大きな被害を転機として今日に至ったので
あるが、報告では、そうした不幸を乗り越えて横浜居留
地の建築界は、開港以来構造的にも様式的にもわが国建
築界をリードする建築事例を輩出してきたことを示し、
あわせて、横浜居留地から始まった帝冠様式の事例につ
いて紹介した。
コメント
川島真氏は、今回の研究会では、租界、租借地、居留
地など制度的に違う空間をいくつか取り上げて、同じく
租界とか租借地といっても画一的に捉えることが出来な
い状況を明らかにした点、租界を制度史の面からではな
く、出版や住宅など別の空間から明らかにする試みをし
た点、中国のみか朝鮮の租界を取り上げて対比する視点
を提示した点等に意義があると評価した上で、中国、朝
鮮、日本における租界が置かれた状況の違いを制度のみ
かそこに住む人々の構成や生活の面からも明らかにする
必要があり、回収されて租界や居留地がなくなった後の
状況についても注目する必要があるのではないか、その
点では木浦の文化財の保存などの気運の形式も大きな論
点となるわけで、かつて租界や租借地であった空間が現
代においてどんな意味を持つかということも議論できれ
ばよかった、と指摘した。また資料面では、外交史料館
には関連の地図が多数あり、台湾の中央研究院には最近
中国における租界回収関連の文書が多数入ったとの紹介
がなされた。
続く貴志俊彦氏からは、これまでの神奈川大学におけ
る租界研究について、歴史のみか建築の視点を結びつけ
て取り組まれてきたことを評価しているが、それだけで
は限界があるのも確かであるとして、今後は都市全体の
構造を基本にして考える必要があり、建物だけでなく土
木的視点を持ち、例えば中国の日本租界の建設に関わっ
た東京建物は現存する企業であるから、そこの倉庫に保
存されている資料を調べてみてはどうだろうか。また当
然にも租界にはさまざまな仕事をしながら人々が生活し
ていたのであり、彼らが税金を払っていたという視点か
ら詳しく調べてみるのもおもしろいし、中国、朝鮮だけ
に留まらず、同様の空間が存在した他国についても関心
を広げる必要があるのではないかとの指摘があった。
さらに、吉澤誠一郎氏は、日本にあった居留地と中国
にあった租界の違い、具体的には、19 世紀末日本の各
地の居留地では、イギリスやフランスの運営がうまくい
かず日本に返還したいと考えたのに対し、中国の租界の
場合はそうではなく、全部ではないけれども発展した租
界もあり、20 世紀に入ってもますます発展した、そう
した違いがなぜ生まれたのかを考えることは、東アジア
の近代史をとらえる上で非常に根本的な問題を含んでい
るのではないか、と指摘した。さらに、川島さん、貴志
さんも言われた回収や接収した後の租界がどのように変
わったかを考えるのも興味ある課題であるし、清朝が自
ら設けた「自開租界」といわれるものの実態がどうだっ
たかもよくわかっていないことであり、この研究班の研
究が今後も継続されて、いろいろな問題を明らかにして
下さることを期待する、と述べた。
図 10	「鐘紡京城工場参観記」（『新興産業』1936 年、粉河寺涼子著　
韓国国立中央図書館所蔵）
図 11	震災後に出現した日本趣味のインテリア・グランドホテル
（1927 年落成）のフェニックスルーム
図 12	横浜から発信された日本趣味あるいは東洋趣味のデザインによ
る建築・神奈川県庁舎（1928 年落成）
まとめ
今回の研究会は、テーマのごとくに中国・朝鮮におけ
る租界研究のいまを反映した報告を行い、それについて
コメントを頂載するという形で展開された。報告では、
これまで取り上げることの少なかった中国の漢口、広州、
朝鮮の木浦、釜山等の歴史や実情が紹介されたことは有
意義であり、また、コメントでは、一定の評価を得ると
同時に、不十分な点を指摘され、主催する側としてもそ
れを十分に自覚させられる会となった。今後中国におけ
る旧日本租界について、さまざまな角度から研究を深め
るとともに、朝鮮における租界についても本腰を入れて
取り組みたいと考えている。皆さんのいっそうのご協力、
ご指導をお願いする（大里浩秋）。
コメンテーターの 3人（左から川島真氏、貴志俊彦氏、吉澤誠一郎氏）
全体討論の様子
公開研究会の様子
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